
広報
Vol.463

煙表紙 地域の方々とふれあいのひととき

のぎのぎ

煙ホームページアドレス

http：//ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｎｏｇｉ.ｔｏｃｈｉｇｉ.ｊｐ/（３／６ ふれあい春の会 新橋児童館）

水と緑と人の和でうるおいのあるまち…………野木町

平成22年APRIL

斬「やさしさとやすらぎに満ちた明るい町」を
目指して努力して参ります ～所信表明～

斬お知らせ
斬CULTURE&SPORTS
斬エニスホール・三国サミットイベント情報
斬広報連絡委員レポート
斬PLAYLOT
斬WithYou
斬Topics～町の話題・投稿～

◆公民館 館報ふれあい １３４号

２頁

４頁

10頁

12頁

13頁

14頁

15頁

16頁

煙目次



（2）（2）（2）

「「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
明
る
い
町

「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
明
る
い
町
」」をを

目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま

目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
すす

そ
れ
で
は
、
平
成

年
度
の
当
初
予

２２

算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

国
で
は
、
平
成

年
度
の
地
方
財
政

２２

に
つ
い
て
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付

税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
引
き
続

き
落
ち
込
む
一
方
、
社
会
保
障
関
係
経

費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で

推
移
す
る
な
ど
、
地
方
財
政
計
画
の
歳

出
の
見
直
し
に
努
め
て
も
、
な
お
財
源

不
足
は
過
去
最
大
の
規
模
に
拡
大
し
、

兆
２
千
億
円
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て

１８

平
成

年
度
中
に
、
次
期
総
合
計
画
・

２２

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
町
に
だ
け
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
原
形
を
と
ど
め
て
残
さ
れ
て
い
る
、

ホ
フ
マ
ン
式
煉
瓦
窯
国
指
定
重
要
文
化

財
「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
の
保
存
の
た
め
に
、

国
や
県
、
そ
し
て
多
く
の
町
内
外
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
修

復
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

に
や
さ
し
い
地
域
作
り
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
今

日
で
は
、
人
々
が
町
政
へ
参
加
す
る
意

欲
も
増
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し

て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

年
度
は

２２

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
立
に
向
け
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
、
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
た

め
入
札
制
度
に
一
般
競
争
入
札
を
導
入

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
第
三
者
に

よ
る
入
札
適
正
化
審
査
委
員
会
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
進
め
て
参
り
ま
し
た
小
中
学

校
の
耐
震
二
次
診
断
お
よ
び
校
舎
耐
震

実
施
設
計
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
２２

年
度
は
、
小
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

昨
年
、

月
よ
り
３
年
間
の
試
行
運

１１

行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
も
、
新
年
度
は
２
年

目
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
検
討
を
重
ね
、

利
用
し
や
す
い
形
で
運
行
出
来
る
よ
う

に
考
え
て
参
り
ま
す
。

平
成

年
第
１
回
野
木
町
議
会
定
例

２２

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
町
政
の
施

政
方
針
と
な
る
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
は
、
企
業
収
益
の
急

激
な
悪
化
に
よ
り
、
失
業
率
が
高
水
準

で
推
移
し
、
個
人
所
得
が
大
幅
に
減
少

す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
動
向
を
見
る
と
緩
や
か
な

デ
フ
レ
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下

で
、
引
き
続
き
持
続
可
能
な
町
政
運
営

を
は
か
る
た
め
に
、「
小
さ
く
と
も
キ
ラ

リ
と
光
る
町
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
人
と
人

と
が
支
え
合
う
「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら

ぎ
に
満
ち
た
明
る
い
町
」
を
目
指
し
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
少
子
高
齢

化
対
策
、
町
の
活
性
化
策
、
町
の
安
全

安
心
策
な
ど
は
重
点
施
策
と
し
て
推
し

進
め
ま
す
。
中
で
も
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
「
子
育
て
し
や
す
い
町
」

と
し
て
地
域
全
体
で
育
て
見
守
る
体
制

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
高
齢
者
等
を
見
守
る
安
全
安
心
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
の
で
町
全
体
で
推
進
し
、
人

括
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お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
交
付
税

を
別
枠
で
１
兆
１
千
億
円
増
額
し
、
前

年
度
比
６
・
８
％
増
と
し
、
引
き
続
き
国

と
地
方
が
折
半
し
て
財
源
不
足
を
補
て

ん
す
る
ル
ー
ル
に
よ
り
臨
時
財
政
対
策

債
を
加
算
し
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税

の
総
額
を

兆
６
千
億
円
、

・
３
％
増

２４

１７

と
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
と
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
財
政

の
所
要
財
源
を
確
保
し
、
住
民
生
活
の

安
心
と
安
全
を
守
る
と
と
も
に
地
方
経

済
を
支
え
、
地
域
の
活
力
を
回
復
さ
せ

て
い
く
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
予
算
は
、

平
成

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま

１９

す
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
堅
持
す
る

こ
と
で
、
財
源
不
足
の
補
て
ん
と
し
て

の
基
金
繰
入
を
最
小
限
に
抑
え
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
重

要
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の

予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ

億
１
千
万
円
で
、
前
年
度

６６

対
比
６
億
９
千
万
円
、

・
７
％
の
増
と

１１

い
た
し
ま
す
。

歳
出
の
主
な
増
減
事
由
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
総
務
費
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
お
よ
び
公
図
等
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
な
ど
に
よ
り

８
千
４
百
万
円
、
８
・
３
％
の
増
、
民

生
費
が
国
の
施
策
で
あ
る
子
ど
も
手
当

給
付
事
業
お
よ
び
南
赤
塚
学
童
保
育
室

新
設
工
事
等
を
含
む
学
童
保
育
事
業
の

増
な
ど
に
よ
り
４
億
１
千
８
百
万
円
、

・
４
％
の
増
、
土
木
費
が
二
級
幹
線
五

２６号
線
道
路
改
良
事
業
の
事
業
費
の
増
な

ど
に
よ
り
１
億
１
千
６
百
万
円
、

・
０

１７

％
の
増
、
教
育
費
が
小
学
校
校
舎
耐
震

補
強
事
業
に
よ
り
８
千
５
百
万
円
、
９
・

８
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
法
人
町
民
税
の

減
額
が
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
で
済
む
見

込
み
の
た
め
１
億
５
百
万
円
、
３
・
０
％

の
増
、
国
庫
支
出
金
が
子
ど
も
手
当
給

付
負
担
金
お
よ
び
二
級
幹
線
五
号
線
道

路
改
良
事
業
に
係
る
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
、
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事

業
に
係
る
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

交
付
金
な
ど
に
よ
り
４
億
２
百
万
円
、

１
４
４
・
７
％
の
増
、
県
支
出
金
が
学
童

保
育
事
業
に
係
る
放
課
後
対
策
事
業
費

お
よ
び
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
な
ど
に

よ
り
８
千
６
百
万
円
、

・
４
％
の
増
、

２８

町
債
が
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業
債

お
よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
な
ど
に

よ
り
１
億
８
千
４
百
万
円
、

・
３
％
の

５３

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
規
お
よ
び
主
な
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
町
総
合
計
画
策
定
事

業
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
試

行
に
よ
る
公
共
交
通
活
性
化
事
業
、
新

規
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
国
勢
調
査
事
業
、
参
議
院
議

員
選
挙
費
、
新
規
事
業
の
公
図
等
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

民
生
費
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て

新
規
事
業
の
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
、

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
中
学

生
ま
で
拡
大
、
私
立
保
育
所
へ
の
運
営

費
委
託
事
業
、
新
規
事
業
の
南
赤
塚
学

童
保
育
室
新
設
工
事
等
を
含
む
学
童
保

育
事
業
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
利
便

性
を
は
か
る
た
め
地
域
生
活
支
援
事
業

に
お
い
て
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
を
町
内
事
業
者
に
委
託
、
新
規
事
業

の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
安
全
・
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
の
拡
充

衛
生
費
で
は
、
妊
婦
健
診
・
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
等
の
健
診
事
業
、
小
山
広

域
保
健
衛
生
組
合
負
担
金
、
健
康
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
委
託
事
業
、
新
規
事
業

の
家
庭
用
太
陽
光
発
電
装
置
設
置
補
助

事
業農

林
水
産
業
費
で
は
、
県
単
独
農
業

農
村
整
備
事
業
に
よ
る
農
道
整
備
事
業
、

佐
川
南
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業
調

査
計
画
負
担
金
、
元
気
な
森
づ
く
り
推

進
事
業

商
工
費
で
は
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
事
業
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設

置
・
観
光
案
内
板
設
置
等
の
元
気
ア
ッ

プ
推
進
事
業
、
町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

土
木
費
で
は
、
中
谷
踏
切
拡
幅
の
た

め
の
二
級
幹
線
五
号
線
道
路
改
良
事
業
、

佐
川
野
一
三
号
線
道
路
改
良
事
業
、
友

沼
丸
林
五
号
線
道
路
改
良
事
業
、
新
４

号
国
道
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
住

宅
耐
震
診
断
等
助
成
事
業
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業

消
防
費
で
は
、
常
備
消
防
事
務
委
託

事
業教

育
費
で
は
、
小
学
校
校
舎
耐
震
補

強
事
業
、
非
常
勤
講
師
配
置
事
業
、
外

国
語
指
導
助
手
配
置
事
業
、
文
化
会
館

管
理
運
営
委
託
事
業
、
野
木
町
煉
瓦
窯

修
復
事
業

各
課
に
わ
た
る
事
業
と
し
ま
し
て
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
事
業
な
ど
を
横
断
的
に
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

な
お
、
町
営
墓
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
年
度
、
早
い
時
期
に
申
込
み
受
付
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

町
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
平
成
２１

年
４
月
に
一
部
改
編
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
一
年
間
実
施
す
る
中
で
さ
ら

に
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
、
総
務

課
内
政
策
企
画
室
を
、
新
た
に
政
策
課

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
考
え
て
お

り
ま
す
。
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貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
開館中に、カウンターへ返してくだ
さい。

おはなし会

■
日 時 ４月２日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森
■
日 時 ４月１３日、２０日、２７日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ
■
日 時 ４月１７日（土）

午後２時～２時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「ドラえもんのび太と竜の騎士」
日 時 ４月３日（土）

午後２時～３時３０分
会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

「白い牙」
日 時 ４月２４日（土）

午後２時～３時１５分
会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

新着図書案内

＜一般書＞
産ローマで語る （塩野七生）
産脳に悪い７つの習慣 （林成之）
産カッコウの卵は誰のもの

（東野圭吾）
産もいちどあなたにあいたいな

（新井素子）
産キケン （有川浩）
産楊令伝 １２ （北方謙三）

＜児童書＞
産ブンダバーのただいま～！

（くぼしまりお）
産まじょ子とピンクのおばけひめ

（藤真知子）
産坂本龍馬 （ながいのりあき・画）
産ＩＱ探偵タクト 季節はずれの
幽霊騒動 （深沢美潮）

産つづきの図書館 （柏葉幸子）

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸出ができ
ますのでご利用ください。
ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸出は行っていません。

４慨１３ 新橋小 １２：５０～１３；３５
４慨１４ 南赤塚小 １３：００～１４：００
４慨１５ 野木小 １３：００～１４：００
４慨２０ 佐川野小 １３：０５～１３：５０
４慨２１ 友沼小 １３：００～１４：００

ブックスタートボランティア

募集

乳幼児の４か月、８か月健診の際
に活動しているブックスタートを、
お手伝いしていただける方を募集し
ます。
次の研修をすべて受講のうえ、参

加していただきますので、初めての
方も大歓迎です。研修会場は、図書
館と保健センターになります。興味
のある方は、図書館までご連絡くだ
さい。

①４月１４日（水）
午後１時～３時
「ブックスタートとは？」
②４月２０日（火）
午前１０時～１１時３０分
「町のブックスタートの取り組み」
「赤ちゃんの発達と子育て支援」
午後２時～３時
「ブックスタート見学」
③４月２７日（火）
午前１０時～１１時３０分
「絵本について」

活 動 月２回程度
会 場 町保健センター
募 集 ４月９日（金）まで

問図書館 撒（５７）２８１１
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プログラム

内 容日 時回

産イントロダクション
ガーデニングについて

産草花の種まき実習
ケイトウやナスタチウム等
（育苗後寄せ植え）

５／２３
（日）
１０：００～
１２：００

①

産管理技術（土の作り方・消
毒・ポット苗）について

産種まきした苗のポット上げ
実習

６／２６
（土）
１０：００～
１２：００

②

産寄せ植えハンキングの制作
実習
種まきした苗も使った草花
ハンキング制作

産パンジーの種まき実習

７／２４
（土）
１０：００～
１２：００

③

産ガーデニングQ＆A
産パンジー苗のポット上げ実習

８／２１
（土）
１０：００～
１２：００

④

※ハンキングやパンジー苗は、持ち帰っていただ
きます。内容変更の場合もあります。

ガーデニング講座

明るくやすらぎのある町づくりを
めざして、緑や草花にふれあう講座
を開講します。
土とたわむれ、さわやかな休日の

ひとときを過ごしてみませんか。

日 時 プログラム参照（全４回）
講 師 小山北桜高校

水戸部健一先生 他１名
会 場 町公民館
対 象 町在住在勤者
定 員 先着３０名
参加費 ３０００円（材料費）
申込期間 ５月６日～１３日
申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１８８

文化のつどい

16ｍｍフィルム映画会

文化協会主催による町民の皆様を
対象とした映画会です。ご来場をお
待ちしています。

日 時 ５月１６日（日）
午後２時３０分～

会 場 エニスホール大ホール
作 品 西川美和監督作品

「ディア・ドクター」
出 演 笑福亭鶴瓶、瑛太、井川遥

余貴美子、香川照之 他
入場無料（整理券必要）
斬整理券配布
日 時 ４月２５日（日）

午前９時～
場 所 町公民館

※１人２枚まで

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

パソコン・サロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日 時 ４月８日（木）
午後１時～４時
４月１７日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更もあります。公民館掲示
板で確認するか、お問い合わせくだ
さい。

問町公民館 撒（５７）４１８８

元気の出るスポーツクラブのぎ

卓球選手権大会兼
ラージボール選手権大会

期 日 ５月１６日（日）
会 場 町体育センター
参加料 クラブ登録者 無料

非登録者 ３００円
中学生 ２００円

申込期限 ５月１４日（金）
抽選会 ５月１５日（土）

問針谷良七 撒（５６）１１１８
岩崎 茂 撒（９２）８６１８

グラウンドゴルフ

協会大会

期 日 ５月１２日（水）
会 場 あじさい公園
対 象 町在住在勤者

問平田義美 撒（５７）３８４３

バレーボール春季大会

期 日 ５月９日（日）
会 場 町体育センター
対 象 町協会登録チーム

問渋谷友子 撒（５７）０１６２
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哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀

市町村税滞納ぼく滅月間２０１０

～あなたの納税が未来をつくる～

★全県下一斉の取組

納税の公平と税収の確保をはかるため、３月から５月を「市町村税滞納ぼく滅月間」として、栃木県地

方税滞納整理推進機構との協働により、全県下一斉に徴収の強化に取り組みます。

★自主的な納付を！一人ひとりが主役です！

野木町は、「滞納」という負債を未来に残さないためにも、皆様の自主的な納税を期待しています。ただ

し、期限を過ぎても納付がない場合は、差押財産等の調査、滞納者の住居や事業所の訪問・捜索、自動車

等の財産の滞納処分（差押・公売等）を積極的に実施しています。

「納税」とは自ら納める税です。滞納処分をしなくてもよいように、自主的な納税をお願いします。

町では税収確保に向け、次のような取組みを行っています

納税相談：町税等を納期限内に納めることが困難な方の相談（分割納付等）

を受け付けています。

納税催告：納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、

電話催告、自宅訪問、勤務先訪問を行います。

財産調査：滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関

等に対し調査を行います。

給与調査：滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行いま

す。

差押処分：不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車等の差押を行い

ます。差押後も納付されない場合、差押財産の公売・取立を行い

ます。

問：税務課 撒（５７）４１２４

４
月
１
日
か
ら
役
場
の
閉

庁
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

酸
午
後
５
時

分
樫
午
後
５
時

分

３０

１５

問
総
務
課

撒（

）
４
１
５
８

５７

４
月
か
ら
月
曜
日
の
住
民
課
窓

口
業
務
が
延
長
に
な
り
ま
し
た

実
施
日

毎
週
月
曜
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

延
長
時
間

午
後
７
時
ま
で

問
住
民
課

撒（

）
４
１
２
６

５７

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

廃
車
予
定
の
公
用
車
を
、「
ヤ
フ

ー
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
利
用
し
た

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
９
日
午
後
１
時
～

日
午
後
２
時
ま
で

２７

入
札
期
間

５
月

日
午
後
１
時
～

１４
日
午
後
１
時
ま
で

２１

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

問
財
政
管
理
課

撒（

）４
１
１
７

５７

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格

酸
昭
和

年
４
月
２
日
～
平
成
元
年

５６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

酸
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
方
で

茨
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成

年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込

２３の
方

芋
人
事
院
が
茨
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試

験

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間

４
月
１
日
～

日
１４

※
４
月

日
ま
で
の
通
信
日
付
印

１４

申
込
書
提
出
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄

す
る
国
税
局
ま
た
は
国
税
事
務
所

試
験
日

酸
第
１
次
試
験

６
月

日（
日
）

１３

酸
第
２
次
試
験

７
月

日（
火
）～

日（
火
）の
い

２０

２７

ず
れ
か
１
日

試
験
地

さ
い
た
ま
市
ほ
か

合
格
者
発
表

酸
第
１
次
試
験

７
月
６
日（
火
）

酸
最
終
合
格
者

８
月

日（
金
）

２０

採
用
予
定
数

約
８
５
０
名

問
関
東
信
越
国
税
局

撒
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１
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運転免許取得日
（最初に取得した日）

表彰
年次

昭和45年3月31日以前
（過去に40年受賞のない方）

４０年

昭和54年4月1日

～55年3月31日
３０年

平成元年4月1日
～2年3月31日

２０年

平成6年4月1日
～7年3月31日

１５年

平成11年4月1日
～12年3月31日

１０年

平成16年4月1日
～17年3月31日

５年

春
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！あ

な
た
が
主
役
で
す

期

間

４
月
６
日
～

日（

日
間
）

１５

１０

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
を
運
動
の
基
本
に
、
期
間
中
各
種

広
報
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
た
め
、
４
月

日
を
『
交

１０

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
』
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
２

５７

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

小
山
警
察
署
と
小
山
地
区
交
通
安

全
協
会
は
、
毎
年
秋
に
優
良
運
転
者

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す

る
方
は
、
４
月

日
か
ら
５
月

日

２１

２０

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
を
受
け
る
資
格

表
に
示
す
免
許
取
得
日
で
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

産
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２０

２２

年
３
月

日
ま
で
無
事
故
無
違
反

３１

産
過
去
に
緑
十
字
銅
章
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

申
込
方
法（
①
、②
の
い
ず
れ
か
）

①
運
転
免
許
証
、
運
転
記
録
証
明
書

（
５
年
間
）を
生
活
環
境
課
へ
持
参

②
運
転
免
許
証（
コ
ピ
ー
）、
運
転
記

録
証
明
書（
５
年
間
）を
小
山
地
区
交

通
安
全
協
会
へ
郵
送

※
免
許
証
は
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て
、

氏
名
フ
リ
ガ
ナ
と
電
話
・
携
帯
電
話

番
号
を
記
入

郵
送
先

〒
３
２
３
‐
０
０
２
８

小
山
市
若
木
町
１
‐
６
‐
４０

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

運
転
記
録
証
明
書
の
申
込
先

〒
３
２
２
‐
０
０
１
７

鹿
沼
市
下
石
川
６
８
１

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
事
務
所

※
４
月

日
か
ら
５
月

日
ま
で
に
、

２１

１５

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

手
数
料
６
３
０
円（
４
月
１
日
以
降

申
請
の
場
合
）と
振
込
手
数
料
を
郵

便
局
へ
提
出
す
る
。
申
込
用
紙
は
、

生
活
環
境
課
・
野
木
交
番
・
佐
川
野

駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

撒
０
２
８
５（

）２
８
２
９

２５

生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
２

５７

野
渡
橋
が
歩
行
者
の
み

通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た

車
両
事
故
に
よ
り
完
全
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
た
野
渡
橋
で
す
が
、
３

月

日
よ
り
歩
行
者
限
定
で
通
行
で

１５
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
を
含
め

た
車
両
に
つ
い
て
は
、
事
故
再
発
防

止
対
策
が
困
難
な
た
め
引
き
続
き
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
５

５７

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

撒
０
４
８
０（

）３
９
５
７

５２

環
境
に
配
慮
し
た
農
作
業
を

産
道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
等

道
路
で
の
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
旋

回
は
、道
路
の
汚
れ
を
招
く
と
同
時

に
、道
路
破
損
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

圃
場
内
で
旋
回
し
、環
境
を
乱
さ
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、作
業
を
終
え
圃
場
か
ら
出

る
と
き
は
、農
機
の
土
等
を
落
と
し
、

道
路
に
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

産
農
地
の
適
正
管
理
を

農
地
を
遊
休
・
荒
廃
さ
せ
る
と
、雑

草
が
繁
茂
し
病
害
虫
発
生
の
原
因
や

防
犯
上
危
険
箇
所
に
な
る
な
ど
、近

隣
農
地
や
住
民
に
不
安
や
不
快
感
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
除
草
等
を
行
い
、環
境

に
配
慮
し
た
適
正
管
理
・
有
効
利
用

を
心
が
け
、食
料
自
給
率
の
向
上
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

撒（

）４
１
０
９

５７
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２２年度結核検診予定表

会 場時 間月 日

松原第２コミュニティセンター９：３０～１０：３０

５/１１（火） 下 影 公 民 館１０：５０～１１：２０

本新田コミュニティセンター１１：３０～１２：００

松原コミュニティセンター９：３０～１０：４０
５/１２（水）

友 沼 下 西 公 民 館１１：００～１１：３０

老 人 福 祉 セ ン タ ー９：４０～１０：４０
５/１３（木）

友 沼 小 学 校１１：００～１１：３０

野 木 小 学 校９：３０～１０：１０

５/１４（金） 野渡コミュニティセンター１０：３０～１１：１０

野 渡 ５ 公 民 館１１：３０～１２：００

中 谷 生 活 セ ン タ ー９：４０～１０：１０
５/１７（月）

町 立 図 書 館１０：３０～１１：４０

新 橋 児 童 館９：４０～１０：４０
５/１８（火）

野 木 ３ 公 民 館１１：００～１１：４０

潤島コミュニティセンター９：４０～１０：４０
５/１９（水）

中 之 内 公 民 館１１：００～１１：４０

若 林 集 落 セ ン タ ー１０：００～１０：３０
５/２０（木）

佐 川 野 小 学 校１０：５０～１１：３０

川 田 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：１０
５/２４（月）

町 保 健 セ ン タ ー１０：４０～１１：５０

御 門 中 根 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：００
５/２５（火）

丸 林 西 会 館１０：３０～１１：４０

野 木 原 集 会 所９：４０～１０：１０

５/２６（水） 矢 畑 集 落 セ ン タ ー１０：３０～１１：００

佐 川 野 下 研 修 館１１：２０～１１：５０

小 山 農 協 野 木 支 店１０：００～１０：４０
５/２７（木）

土 地 区 画 整 理 記 念 会 館１１：００～１１：３０

丸 林 西 会 館１０：００～１０：４０
５/３１（月）

御 林 集 会 所１１：００～１１：３０

町 保 健 セ ン タ ー１０：００～１１：３０６/１（火）

人
間
ド
ッ
ク
等
検
査
費
用
を
助
成

４
月
よ
り
野
木
町
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
で
、人

間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク（
以
下
、

「
人
間
ド
ッ
ク
等
」）を
受
診
さ
れ
る

方
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
診
医
療
機
関
は
町
内
外
を
問
い
ま

せ
ん
。

対

象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方

①
野
木
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
査
を
受
け
る

日
の
属
す
る
年
度
に
お
い
て

歳
か

４０

ら

歳
ま
で
の
方

７４
②
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
に
属
す
る
方

③
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
方

補
助
額

検
査
費
用
の
３
分
の
２（
千
円
未

満
切
り
上
げ
）で
３
万
円
を
限
度
額

と
し
、
一
人
年
１
回
と
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
領
収
書（
人
間
ド
ッ
ク
等

検
査
費
用
）・
印
鑑
・
振
込
口
座
の
分

か
る
も
の

◆
当
該
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
等
の
補

助
金
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
特
定
健

診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特

定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
補

助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

結
核
検
診

結
核
は
今
も
わ
が
国
最
大
の
感
染

症
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
発
病
す

る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
早
期

発
見
に
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

が
有
効
で
す
。
年
に
１
度
は
必
ず
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対

象歳
以
上
で
野
木
町
に
住
所
を
有

６５
す
る
方
（

年
度
に

歳
に
な
る
方

２２

６５

を
含
む
）

※
職
場
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。
対
象
者

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
ま
す
。

日
程
・
会
場

表
の
と
お
り

※
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

受
付
方
法

通
知
を
持
参
し
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
対
象
で
通
知
の
な
い
方

も
受
診
で
き
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

混
合
予
防
接
種

近
年
の
全
国
的
な
麻
し
ん（
は
し

か
）の
流
行
を
受
け
て

年
度
か
ら

２０

５
年
間
、
中
学
１
年
生
と
高
校
３
年

生
相
当
の
方
に
Ｍ
Ｒ
混
合
予
防
接
種

を
行
っ
て
い
ま
す
。対
象
者
に
は
４

月
中
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
が
変
わ
り
ま
す

※

年
度
に
行
わ
れ
た
保
険
料
の
軽

２１
減
措
置
（
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る

均
等
割
額
を
９
割
、
８
．
５
割
、
５

割
、
２
割
軽
減
す
る
措
置
お
よ
び
所

得
割
を

％
に
軽
減
す
る
措
置
、
並

５０

び
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方
に
対
す
る
均
等
割
額
を
９
割

軽
減
す
る
措
置
）
は
、

年
度
に
お

２２

い
て
も
継
続
し
ま
す
。

問
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

撒
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

年
度

均
等

割
額

所
得

割
率

・
20

21

３
７
８
０
０
円

７
.
１
４
％

・
22

23

３
７
８
０
０
円

７
.
１
８
％
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集
合
狂
犬
病
予
防
注
射

法
律
に
よ
り
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

は
、
飼
い
犬
を
登
録（
生
涯
一
度
）し
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
１
０
０
％
死

に
至
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
今
年
の
日
程

等
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

手
続
き
が
容
易
で
す
の
で
、
町
か

ら
郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
登
録
の
方
、

ハ
ガ
キ
の
な
い
方
で
も
会
場
で
の
登

録
、
注
射
が
で
き
ま
す
。
登
録
手
数

料
、
注
射
料
金
を
持
参
の
う
え
受
け

て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）

料

金

３
３
０
０
円

新
規
登
録
（
生
涯
１
回
）

登
録
料

３
０
０
０
円

対

象

生
後

日
を
経
過
し
た
犬

９０

※
病
気
等
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
獣
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
、
ま
た
は
お
と
な
し
く
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

個
人
で
動
物
病
院
等
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

浄
化
槽
を
お
考
え
の
方
へ

浄
化
槽（
一
般
家
庭
用
）を
取
り
付

け
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、あ
ら
か
じ
め
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。町
の
補
助

金
交
付
決
定
を
受
け
ず
に
工
事
を
さ

れ
ま
す
と
、
補
助
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。こ
の

補
助
金
は
予
定
数
に
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

酸
５
人
槽

→

万
２
千
円

３３

酸
６
～
７
人
槽

→

万
４
千
円

４１

酸
８
～

人
槽

→

万
８
千
円

１０

５４

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
地
域

産
公
共
下
水
道
認
可
区
域

産
農
業
集
落
排
水
対
象
区
域

産
市
街
化
区
域

な
ど

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務

２１
と
な
り
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
、
ま

ず
は
寝
室
で
す
。
寝
室
が
２
階
に
あ

る
場
合
は
階
段
に
も
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
感
知
器
の
種
類
は
煙
式
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
大
事
に
至
ら

な
か
っ
た
事
例

事
例
１

寝
た
ば
こ
で
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

警
報
音
で
目
を
覚
ま
し
た
と
こ
ろ
、

布
団
か
ら
煙
が
出
て
い
た
。
あ
わ
て

て
風
呂
場
に
持
っ
て
行
き
、
浴
槽
の

水
に
浸
し
た
。

事
例
２

寝
て
い
る
最
中
に
蹴
っ
た
布
団
が
、

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
て
出
火
、
警
報
音

で
目
を
覚
ま
し
初
期
消
火
し
た
。

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

集合狂犬病予防注射日程表

野木小
野渡コミュニティ

センター
役場

午

前

４

/

２４

（土）

１０：２５～１０：４５９：５０～１０：１５９：００～９：３０

新橋小
潤島コミュニティ

センター
潤島グラウンド

１１：００～１１：３５１０：３０～１０：４５９：４５～１０：１５

友西公民館友沼小
川西コミュニティ

センター

午

後

２：００～２：１５１：３０～１：４５１：００～１：１５

中之内集会所矢畑集会所野木原集会所

１：５５～２：１５１：２５～１：４０１：００～１：１５

卯ノ木みずき公園
松原コミュニティ

センター
町立図書館

午

前

４

/

２５

（日）

１０：５０～１１：２０１０：００～１０：３５９：１０～９：４５

佐川野小川田集落センター南赤塚小

１１：１０～１１：２５１０：４０～１０：５５１０：００～１０：２５

小山用水土地改良区

第１１区事務所
中谷生活センター野木３丁目集会所

午

後

２：００～２：１５１：３５～１：５０１：００～１：２０

丸林馬場公園若林集会所佐川野下研修館

２：００～２：２０１：３０～１：４５１：００～１：１５



町
営
墓
地
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

『
や
す
ら
ぎ
の
郷
野
木
霊
園
』

さ
と

心
が
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
き
、
穏

や
か
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

安
ら
ぎ
の
霊
園
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も

の
で
す
。

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
応
募
を
い
た
だ
い
た

件
の
中

３８

か
ら
、
今
回
の
墓
地
名
称
に
参
考
と

な
る
名
称
を
提
案
さ
れ
た
３
名
の
方

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

鈴
木
正
武
さ
ん
（
友
沼
）

佐
藤
貞
次
郎
さ
ん
（
丸
林
）

植
村
玉
枝
さ
ん
（
丸
林
）

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

身
体
障
が
い
者
手
帳
に
つ
い
て

身
体
障
が
い
者
手
帳
は
、
身
体
障

が
い
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、
身
体
障

が
い
者
障
が
い
程
度
等
級
表
に
該
当

す
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
各
種
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
に
な
り

ま
す
。

種

類
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
ま
た
は
平
衡

機
能
障
が
い
、
音
声
・
言
語
ま
た
は

そ
し
ゃ
く
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、

内
部
機
能
障
が
い
（
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
、

小
腸
、
免
疫
、
肝
臓
）

※
肝
臓
に
つ
い
て
は

年
４
月
よ
り

２２

適
用
に
な
り
ま
し
た
。

交
付
手
続

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
交
付
申
請
書

（
用
紙
あ
り
）

②
身
体
障
が
い
者
福
祉
法
第

条
指

１５

定
医
が
作
成
し
た
診
断
書
・
意
見
書

（
用
紙
あ
り
）

③
写
真
（
よ
こ
３
唖
×
た
て
４
唖
）

④
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

変
更
・
再
交
付
手
続

酸
障
が
い
程
度
が
変
わ
っ
た
と
き
や

新
た
な
障
が
い
が
加
わ
っ
た
と
き
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

酸
居
住
地
変
更
し
た
と
き
は
、
新
居

住
地
の
市
町
村
で
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。
氏
名
変
更
の
場
合
も
届
出
て

く
だ
さ
い
。

酸
紛
失
破
損
ま
た
は
年
数
経
過
等
に

よ
り
、
写
真
本
人
認
識
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
は
写
真
を
添
え
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

返
還
手
続

障
が
い
の
程
度
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
場
合
や
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

手
帳
を
健
康
福
祉
課
に
返
還
し
て
く

だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
９
６

５７

ひ
ま
わ
り
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

等
で
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ

て
、い
い
汗
を
か
き
な
が
ら
ひ
ま
わ

り（
変
わ
り
種
）を
一
緒
に
育
て
て
み

ま
せ
ん
か
。

対

象

町
民
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

内

容
会
場
の
一
部
で
種
ま
き
、草
取
り
、

間
引
き
・
移
植
な
ど
を
行
い
ま
す
。作

業
は
主
に
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
で
、

詳
細
は
連
絡
し
ま
す
。ひ
ま
わ
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、７
月

日
～

２４

２６

日
に
開
催
予
定
で
す
。

募
集
期
間

４
月

日
～

日

１２

２８

申

込

電
話
ま
た
は
来
所

問
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン

作
戦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

豊
か
な
自
然
を
た
た
え
、憩
い
の

場
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水
地
も
、心
無

い
ご
み
の
不
法
投
棄
に
よ
り
、自
然

環
境
や
景
観
が
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議
会

で
は
、環
境
美
化
の
重
要
性
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、今
年
も「
渡
良

瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
行
い

ま
す
。こ
の
活
動
に
は
、ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。多
く
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、団
体
参
加
の
場
合
は
、事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

時

４
月

日（
土
）

１７

午
前
８
時

分
～

３０

※
雨
天
の
場
合
は

日（
日
）

１８

集

合

野
渡
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
満
福
寺
西
側
堤
防
内
）

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

In
fo
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自
衛
隊
幹
部
・
曹
候
補
生

募
集
案
内

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

年
４
月

２３

１
日
現
在
、
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
方

酸
幹
部
候
補
生

歳
以
上

歳
未
満

２０

２８

※
細
部
条
件
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

酸
曹
候
補
生

歳
以
上

歳
未
満

１８

２７

受
付
期
間

４
月
１
日
～
５
月

日
１０

一
次
試
験
期
日
等

酸
幹
部
候
補
生

５
月

日（
土
）

１５
日（
日
）

１６

酸
曹
候
補
生

５
月

日（
土
）

２２

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
７
６
３

２５

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
し
た

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご

家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
」
の
健
康
保
険
料
率

が
、
４
月
納
付
分
よ
り
現
在
の
８
.

１
８
%
か
ら
９
.
３
２
％
に
、
介
護

保
険
料
率
が
１
.
１
９
％
か
ら
１
.

５
％
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

撒
０
２
８（
６
１
６
）１
６
９
１

h
ttp://w

w
w
.k
y
ou
k
aik
en
po.or.jp/

固
定
資
産
税
「
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
～
５
月

日
３１

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

縦
覧
場
所

町
税
務
課

※
縦
覧
で
き
る
の
は
固
定
資
産
税
の

納
税
者
で
す
。
納
税
通
知
書
や
課
税

明
細
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
保
険

証
等
で
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
同
居
の
親
族
で
納
税
者
か
ら
の
委

任
が
認
め
ら
れ
る
方
、
納
税
者
の
代

理
人
と
し
て
委
任
状
等
を
提
示
し
た

方
や
納
税
管
理
人
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
３

５７

韓
国
語
入
門
、
初
級
会
話

教
室

①
ハ
ン
グ
ル
の
基
礎
・
発
音
か
ら
始

め
る
入
門
ク
ラ
ス

→
定
員
６
名

②
ハ
ン
グ
ル
の
復
習
・
日
常
会
話
の

初
級
ク
ラ
ス

→
定
員
８
名

日

時
４
月

日
、

日
、

日

（
土
）

１０

１７

２４

午
後
１
時
～
２
時

分
３０

会

場

町
公
民
館

外
国
人
講
師

受
講
料

３
０
０
円

申

込
４
月
５
日
～
８
日
に
受
講
料
を
添

え
国
際
交
流
協
会（
町
公
民
館
内
）へ

問
国
際
交
流
協
会
企
画
担
当

撒（

）２
９
３
９

５７

お知らせ
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問
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

小
山
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）０
２
５
１

２２

工
期

４
月

日
～

日

１２

２３

※
終
日

車
両
・
歩
行
者
・
二
輪
車
通
行
止
め

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

人

権

標

語

あ
な
た
の
え
が
お

き
っ
と
だ
れ
か
の
ゆ
う
き
に
か
わ
る

南
赤
塚
小
学
校

栁
田

真
緒

や
な
ぎ
た

ま
お

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２１ 若
林
踏
切
修
繕
工
事
に
よ

る
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ
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栃
木
県
食
品
自
主
衛
生
管
理
認

証
制
度（
と
ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
）

栃
木
県
で
は
、
皆
様
の
安
全
・
安

心
な
食
生
活
の
た
め
、
食
品
関
係
施

設
の
衛
生
管
理
水
準
を
向
上
さ
せ
て

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
害
分
析
重
要

管
理
点
）
方
式
を
取
り
入
れ
、
衛
生

管
理
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
食

品
関
係
施
設
を
認
証
す
る
「
栃
木
県

食
品
自
主
衛
生
管
理
認
証
制
度
（
と

ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
）
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
取
り
扱
う
食

品
か
ら
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
危

害
（
Ｈ
a
z
a
r
d
）
を
分
析
（
Ａ

n
a
l
y
s
i
s
）
し
、
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
の
管
理
が
で
き
る
重
要
管
理

点
（
Ｃ
r
i
t
i
c
a
l

Ｃ
o
n

t
r
o
l

P
o
i
n
t
）
を
設
定

し
て
連
続
的
に
監
視
し
記
録
す
る
こ

と
で
、
被
害
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性

の
あ
る
食
品
が
流
通
す
る
こ
と
を
防

ぐ
食
品
安
全
管
理
手
法
で
す
。

認
証
さ
れ
た
施
設
は
公
表
さ
れ
、

認
証
さ
れ
た
店
舗
や
工
場
と
、
そ
こ

で
製
造
さ
れ
た
食
品
に
は
「
と
ち
ぎ

ハ
サ
ッ
プ
認
証
マ
ー
ク
」
を
表
示
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
食
品
購

入
や
お
店
選
び
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
栃
木
県
生
活
衛
生
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
１
１
４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
施
設
整
備
基
本
構
想
」、②「
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
等
整
備
基
本

構
想
中
間
報
告
書
」お
よ
び
③「
生
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
整
備
基
本

構
想
中
間
報
告
書
」を
策
定
し
ま
し

た
の
で
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
①
②
に
つ
い
て
は
、

今

後
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
幅

広
く
住
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
十
分
に
検
討
の
う
え
、
項

目
内
容
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
、
こ

れ
に
関
す
る
組
合
の
考
え
方
を
公
表

い
た
し
ま
す
。
個
々
の
ご
意
見
に
は

直
接
ご
回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課
、

小
山
市
環
境
課
、
下
野
市
環
境
課
、

野
木
町
生
活
環
境
課
、
小
山
広
域
保

健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
間

４
月
１
日
～

日
３０

提
出
方
法

書
面（
任
意
様
式
）に
よ
り
直
接
ま

た
は
、
郵
便
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
明
記

提
出
先

〒
３
２
３
‐
０
０
４
３

小
山
市
塩
沢
６
０
４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

姉
０
２
８
５（

）３
２
２
９

２２

死k
o
u
ik
i3
@
city
.o
y
am
a.to
ch
ig
i.jp

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

撒
０
２
８
５（

）８
１
８
２

２２

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

種

類

甲
種
・
乙
種（
第
１
～
６
類
）

丙
種

日

時

６
月

日（
日
）

１３

会

場

白

大
学

願
書
提
出
先

酸
持
参

小
山
市
消
防
本
部
２
階
予
防
課

酸
郵
送

〒
３
２
０
‐
０
０
３
２

宇
都
宮
市
昭
和
１
丁
目
２
番

号
１６

栃
木
県
自
治
会
館
１
階

苛
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

期

間

４
月

日
～

日

１２

２３

（
土
・
日
は
除
く
）

そ
の
他

案
内
・
願
書
・
手
数
料
払
込
用
紙
は
、

消
防
本
部
・
消
防
署
・
各
分
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）３
１
５
７

２１

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
や
さ
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
お
願
い
す

る
河
川
は
、
渡
良
瀬
川
周
辺（
遊
水

地
を
含
む
）で
す
。

期

間

２
年
間

（

年
７
月
１
日
～

年
６
月

日
）

２２

２４

３０

資

格

歳
以
上
の
方

２０

（
渡
良
瀬
川
付
近
に
住
む
）

応
募
期
限

５
月
７
日

謝

礼

実
費
程
度

問
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

古
河
出
張
所

撒（

）０
４
８
７

２２
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広報連絡委員

黒須 美智子

広報連絡委員

REPORT
287

キ
ラ
輪
号
初
体
験

り
ん

デマンドタクシー「キラ輪号」が、わが野木町の新たな公共交通として

の運行サービスを開始しました。自動車運転免許を持たない交通弱者の身

として、または広報連絡委員の責務として、「これは見逃せないできごと」

と早速利用させていただきました。

行き先は、町役場にしました。ちょうど

その時間帯に川田地区の３歳くらいのお子

さんと若いお母さんが「保健センターまで」

ということで乗り合いすることになりまし

た。私はあまり川田という所を訪れたこと

がなかったので、車窓に映るその美しい田

園風景にちょっぴりドライブ気分も味わう

ことができました。運転手さんがとっても親切だったこと。同乗の親子と、

ちょっとしたふれあいをもつことができたこと。私にとって楽しい車中を

送ることのできたキラ輪号初体験でありました。

運営主体である町の舘野政策企画室長に、デマンドタクシー導入の経過

と目的、そして今後について、詳しくお聴きする機会をもちました。「ＪＲ

宇都宮線以外に公共交通を持たない野木町にとって、長年の懸案事項であ

りました。このデマンド交通システムでは、利用者はバス停に出向く必要

がなく、自宅や病院などから電話をして送迎の車を待っていればよいとい

うメリットがあります。日常生活で交通に不便をきたしている皆様の足を

確保することにより、公共施設や病院、商店などへの効率的なアクセスが可

能になります。町の活性化を図ることを目的に、この乗り合いタクシー方

式の新交通サービスを始めました。現在は、３年間の試行運行期間中であ

ります。皆様、まずは利用登録を行ってください。そしてどんどん利用し

てください。利用実績や需要に応じては、車両増車なども検討させていた

だきます。ご意見をお寄せください。改善しながらより良い公共交通サー

ビスに進化させていこうと思っています」と、キラ輪号にかける熱い思いを

力強く語ってくれました。なお、懸案だった古河市の友愛記念病院への乗

り入れが、行きだけは可能になったとの情報もありました。関係者のご努

力に敬服いたします。ますます便利に改善されることを要望します。

わが野木町もご多分に漏れず、ますます

社会の高齢化が進行していくものと見込ま

れています。お互いが助け合い、心を通わ

せ合い、人と人とのつながりが堅固な社会

で生活していけることを願っています。こ

の新しい公共交通サービスの試みがそのよ

うな社会実現に向けての第一歩になるので

はないかと、私は信じています。



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館 ℡(57)9155 あかつか児童センター ℡(54)1440

恭新橋児童館

Ｎews外

２２年度の幼児クラブは４月１４日

（水）からはじまります。皆さん遊び

に来てください。

算親子でヨガ外

日頃の忙しさを忘れ、静かな空間

で心身ともにリフレッシュ外

日 時 ４月１０日、２４日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加費 ５００円（当日）

申 込 参加費を添え児童館へ

算楽しいクッキング教室

もうすぐ子どもの日外新橋風ビッ

クリ柏餅を作ろう外

日 時 ４月１７日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童と保護者

参加費 1人１００円

申 込 参加費を添え児童館へ

算出張工作教室

今年も学童さんにお邪魔しま～す。

１回目は「こいのぼりロケット☆」を

作りますよ。

日 時 ４月20日（火） 新橋学童

21日（水） 野木学童

22日（木） 児童館

午後２時３０分～午後４時

対 象 児童

※学童登録以外の皆さんは２２日（木）

に児童館でチャレンジしてネ。

参加無料

算ママの時間

わが子のために愛情たっぷり手作

りプラバンキーホルダーを作りませ

んか。

日 時 ４月２７日（火）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 １人１００円

申 込 参加費を添え児童館へ

恭あかつか児童センター

算幼児クラブ

歌ったり、体操したり、簡単工作や、

新聞びりびり遊びなど、親子で楽し

んでみませんか。ママ友も作ってく

ださい。

☆うさぎぐみ（主に０・１・２歳）

毎週水曜日

午前１０時３０分～１１時３０分

☆ひまわりぐみ（主に３・４歳）

毎週木曜日

午前１０時３０分～１１時３０分

算折り紙教室

春を感じる折り紙を作って、児童セ

ンターを飾ってね。

日 時 ４月６日（火）

午後２時～４時

対 象 全児童と保護者

参加無料

算工作教室

簡単・楽しい工作教室。みんなで

ワイワイ作りましょう。

日 時 ４月２０日（火）～２２日（木）

午後２時～４時

対 象 全児童と保護者

参加無料

算ぴよぴよぐみ

新企画第１弾外０歳～１歳６か月

のお子様対象のミニ幼児クラブです。

ママ友づくりはもちろん、ふれあい

遊びやヨガなどを取り入れ楽しく過

ごす３０分。遊びに来てください。

日 時 ４月１９日（月）

午前１０時３０分～１１時

≪毎月１回予定≫

対 象 ０歳～１歳６か月の親子

申 込 児童センターへ（電話可）

算おはなしランド

新企画第２弾外たくさんのおはな

しを、ペープサートやパネルシアタ

ー、大型絵本などで楽しみましょう。

日 時 ５月７日（金）

午前10時30分～11時30分

対 象 幼児と保護者

申 込 児童センターへ（電話可）

算トランポリン教室

新企画第３弾外人気のトランポリ

ン教室をたくさんの方に参加してい

ただきたいので、年齢別に教室を行

います。

☆幼児教室（３歳～未就学児）

→ １０名

日 時 ４月１７日、２４日 （土）

午前１０時３０分～１１時３０分

☆初心者教室（小学１～３年生）

→ １０名

日 時 ５月１日・８日 （土）

午前１０時３０分～正午

※今までに参加した事のある人、小

学４年生以上は、５月１５日（土）～（５

月広報参照）のトランポリン教室へ

参加してください。

（14）
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スタート外

春の訪れとともに、慌ただしく入園・入学

シーズンがやってきました。今回、我が家で

も私自身の職場復帰にあわせて、子どもを保

育園に預けることになりました。

「きっと、いままでの半分くらいしか子ど

もに手をかけてあげられないなあ・・・」と、

もどかしさが込みあげてきてしまいます。

でも、その分優しいパパが絶対に手伝ってく

れるはずです。

保育園の先生はきっと温かく迎えてくれ

ます。子どもは、優しい先生やにぎやかな仲

間たちに囲まれて、いつの間にかその輪の中

に溶け込んで、毎日々々を楽しく過ごすこと

になると思います。私と同じ立場のお母さ

んたち、心配しないでも大丈夫ですよ。

私は、ときとして子どもの強さに驚かされ

ることがあります。いままさに大きな一歩

を踏み出したのは我が子なのに、手を握ると

ギュッと握り返してくれるのです。私は、そ

の小さな手から大きな力をもらっています。

「ママ」と呼ぶその声に向かって、「頑張っ

てね」と気持ちを込めて答えてあげます。た

くさんの人に見守られ、子どもは育っていく

ものです。それは子どもの親である私も一

緒です。たくさんの人に支えられ一歩々々

前に踏み出すことができるのです。周りの

人の力を借りながら、たくさん子どのことを

思ってあげようと思います。一緒にいる時

間が少なくなった分、深く温かく愛情を注い

であげちゃおう。

丸林保育所保育士 黒川悦子

（15）

保育所の様子

あなたは大丈夫？心の健康
Ｖｏｌ．１

あなたは、心や体が多少つらくてもつい「気

持ちの持ちようでがんばれる」「このくらいで弱

音を吐けない」「時間がたてば良くなる」などと

思いがちではありませんか？

でも、そうやって無理を重ねていくと、さま

ざまなストレスにより脳のエネルギーが不足し

て、いつか本当の病気になってしまうかもしれ

ません。心や体のつらさに“見て見ぬふり”を

してはいませんか。ストレスに気づいて、解消

することが大切です。

普段より落ち込む、体調がすっきりしないな

どは心が疲れているサインです。休養を取る、

好きなことをするなどしてストレスを解消しま

しょう。

思い当たることはありませんか？

轄毎日の生活に充実感がない

轄これまで楽しんでやれていたことが楽し

めなくなった

轄以前は楽にできていたことが今ではおっ

くうに感じられる

轄自分が役に立つ人間だとは思えない

轄わけもなく疲れたような感じがする

これらの項目のうち２つ以上にあてはまり、

その状態が２週間以上、ほとんど毎日続いてい

て生活に支障が出ている場合はうつの可能性が

あります。（厚生労働省「うつ対策推進方策マニ

ュアル」）

また、周囲の人から見ると外見上全く分から

ないという場合もあります。“今までと違う”と

感じる変化には注意しましょう。



三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

古
河
市

算
奥
原
晴
湖
展

明
治
を
代
表
す
る
古
河
出
身
女
流
南
画
家
・
奥

原
晴
湖
の
画
室
「
繍
水
草
堂
」
が
新
規
オ
ー
プ
ン
。

円
熟
期
の
作
品
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
優
雅
な
画
室
と
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

日

時

５
月
５
日（
水
）ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

会

場

古
河
歴
史
博
物
館

入
場
料

一
般
４
０
０
円

問
古
河
歴
史
博
物
館

撒（

）５
２
１
１

２２

加
須
市

※
３
月

日
、
加
須
市
、
騎
西
町
、
北
川
辺
町
及

２３

び
大
利
根
町
が
合
併
し
、
新
「
加
須
市
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
４
月
号
か
ら
は
加
須
市
の
情
報
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

算
藤
ま
つ
り

玉
敷
公
園
の
大
藤
周
辺
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
ま

つ
り
で
、
期
間
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

期

間

４
月

日（
木
）～
５
月
６
日（
水
）

２９

会

場

玉
敷
公
園

内

容

歌
謡
シ
ョ
ー
、
野
点
・
琴
、
神
楽
／
神

社
神
楽
殿
、
物
産
販
売
、
露
店
、
植
木
市

ほ
か

問
騎
西
観
光
協
会

撒
０
４
８
０（

）１
１
１
１

７３
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Topics～町の話題・投稿～
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興興
奮
し
た
眼
差
し
で

興
奮
し
た
眼
差
し
で

少
年
野
球
教

少
年
野
球
教
室室

野
木
町
野
球
連
盟

町
野
球
連
盟
は
、
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
・
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
横
浜
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
で
活
躍
し
た
元
プ

ロ
野
球
選
手
小
関
竜
也
さ
ん
を
迎
え

て
の
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
野
球
連
盟
の
創
立
３０

周
年
を
記
念
し
て
教
育
委
員
会
と
共

催
し
た
も
の
で
す
。
当
日
（
１
月
３１

日
）
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
た
総
合
公

園
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
学
童
野
球
チ

ー
ム
な
ど
の
約
１
０
０
名
の
選
手
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
指
導
す
る
小

関
さ
ん
の
一
挙
手
一
投
足
に
、
選
手

た
ち
は
興
奮
し
た
眼
差
し
で
講
習
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
サ

イ
ン
会
や
記
念
撮
影
な
ど
、
フ
ァ
ン

と
の
交
流
も
行
わ
れ
、
貴
重
な
体
験

を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
た
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
にに

㈱
ト
ラ
ス
ト
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部

に
マ
ス
ク
５
０
０
０
枚
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
や
町

公
民
館
、
ホ
ー
プ
館
等
に
配
布
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税
金
が
な
い
と
困
る
よ
ね

税
金
が
な
い
と
困
る
よ
ね
！！

租
税
教
室
を
開

租
税
教
室
を
開
催催

２
月
３
日
友
沼
小
学
校
で
、
6
年

生
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
税
務
課
職
員
が
講

師
に
な
っ
て
、
税
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
お
話
し
を
し
ま
し
た
。
租
税
教

室
は
、
児
童
・
生
徒
に
「
税
金
が
な

け
れ
ば
、
み
ん
な
が
困
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
で
負
担
す
る
も
の

な
ん
だ
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
税
金
と
は
、
社
会
共
通
の
費
用

を
ま
か
な
う
会
費
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
、
な
ぜ
税
金

が
必
要
か
、
ま
た
税
金
が
社
会
の
た

め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
説
明
し
ま

し
た
。

煉瓦窯の保存修復費用として、

皆様の寄附金・募金を受付けています。

産２月末までにご協力いただいた寄附金・募金

寄附金

（内ふるさと納税 ３２０，０００円）

募 金

計

野野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを

未来に残すために未来に残すために！！

２，２７５，７１２円

１４５，６６１円

２，４２１，３７３円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

町内の交通事故

2件数

２
月
累
計

0死者

4傷者

8
(-7)

件数
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２２

0
(0)

死者
（増減）

15
(-10)

傷者
（増減）

町内の救急出場

65
出場
件数２

月
累
計

63
搬送
人員

708
(-107)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

646
(-88)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

2空き巣

２
月
累
計

4自動車盗

6車上ねらい

1自転車盗

7
(4)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２２

4
(3)

自動車盗
（増減）

7
(7)

車上ねらい
（増減）

2
(-1)

自転車盗
（増減）

３月１日現在
人口男12,652人

女13,015人
計25,667人

世帯数 9,070

町の人口

日 時 ４月１９日（月）

午後５時３０分～７時

会 場 役場本館２階大会議室

※開始時間・会場が変更になりました。

申 込 不要（当日、会場にて記名）

その他 事業関係の利害に関する話題は遠慮

させていただきます。

問政策課 撒（５７）４１１１
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舟橋 加津子さん
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仲良しラクチン 石川 善十郎さん
いしか わ ぜんじゅうろう

野木町に越してきて３０年になりますが、

この町にはサークルが多くあり、活動の活

発なことに驚かされました。友達の家で見

たポーセラーツの美しさに魅せられて習い

始め、はや４年になります。

おしゃべりをしながらも、楽しく作品作

りができ、さらに焼き上がりの色合いを見

るときは最高に感動します。これからもこ

の感動を味わいたいので、長く続けようと

思います。

苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺苺

声をはりあげすべって来る子どもの仲睦ましさに心打た

れて撮りました。 撮影場所 赤塚ふれあい公園

■今回でこのコーナーは終了します。ありがとうございま

した。

「長い間ご覧いただきありがとうございました」。
とっておきの一枚のコーナーが、写団石川会長の作品で
フィナーレをむかえた。このコーナーの生みの親（前会
長）としては感慨無量だ。「野木町の自然や特色のある景
観やお祭りなどの紹介を続けたことで、写団の認知度ア
ップと団員の技術向上に役立ったかな」と、３年間を振
り返る。
写真を始めたのは、会社勤めのとき。慰安旅行や行事
の際にスナップを撮ってあげたところ、皆に喜ばれたの
がきっかけ。退職を機に本格的に撮影を始めた。研鑽
を重ね、数々のコンテストに応募し入選もした。これか
らも力作を発表していくと意欲満々。
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墓地の種類

芝生墓地

普通墓地

墓
碑
等
の
設
置
基
準

設置基準項目

墓碑の数

墓碑等の設置場所

墓碑の寸法

墓碑の表示

盛土の高さ

囲障の高さ

墓碑の高さ

形象類の高さ

埋蔵する焼骨の容器の寸法

その他

設置基準詳細

1基

カロートの上部のみとし、芝生への設置は不可

墓碑に家名を表示する場合は、原則として使用者の姓とする

50cm以内

100cm以内

250cm以内

200cm以内

縦、横、高さがいずれも30cm以内

墓碑及び工作物を設置し、又は器物を置くことはできない

野木町に引き続き１年以上住所を有し、町の

　住民基本台帳に記載されている人

野木町に引き続き１年以上住所を有し、町の

　外国人登録原票に登録されている人

国又は地方公共団体が町域において行う都市

　計画事業やその他の公共事業の施行に伴い、

　改葬の必要があると認める人

焼骨を有する町民で、その埋蔵場所を有しな

　い人

野木町に土地、家屋又は３親等内の親族を有

　する人で、町内に墓所を有しない人

野木町に通算して15年以上居住していた人で、

　町内に墓所を有しない人

※　1)上記 に該当する人は、各種証明書

　等が必要となります。

　　2)墓所の申し込みは、1世帯につき1墓所です。

申し込みのできる人

墓碑等の設置基準

高さ60cm以内

幅68cm以内

奥行き80cm以内

立物　150cm以内

玉物　60cm以内

①高さの基準は、カロート上部からとする

②墓碑に設置できる香炉及び水鉢はそれぞれ1基、花立ては

　1対とする

上記①、②以外の設置、盛土や植栽はできない

①高さの基準は、墓所前面縁石上部からとする

②樹木は、立物１本、玉物２本までとし、病害虫に強く、園

　路、墓域の施設又は隣接墓地に支障をおよぼさないもので

　なければならない

納骨室（カロート）は地下埋設とする

その他

その他

樹木の高さ

合葬墓地

芝　生　墓　地

芝　生　墓　地　イ　メ　ー　ジ
（写真はやすらぎの郷野木霊園のものではありません。）



◎墓碑等設置の手続き

工事着手日の７日前までに「野木町営墓地墓

　碑等設置届」を生活環境課に提出してください。

工事を完了したときは、工事完了後７日以内

　に「野木町営墓地墓碑等設置完了届」を生活

　環境課に提出し、墓碑等の設置基準に適合し

　ているかの町の検査を受けていただきます。

※　上記の町の検査は、設置できる墓碑等の種

　類や寸法等を検査するもので、墓碑等の工事

　の適否を検査するものではありません。

◎施工上の注意

墓碑等の設置工事費用は、使用者の負担です。

施工工事を行う業者の指定はありません。

墓碑等の設置基準により施工してください。

墓碑などの搬入、据付け作業等を行う際には、

　芝生や園路等の保護に十分注意してください。

作業終了後は必ず清掃してください。

墓碑等の設置工事について

墓所には、焼骨・遺骨以外は埋蔵できません。

墓所の譲渡、転貸はできません。

次の場合は、墓所の使用の取消しとなります。

　１）不正な手段により使用の許可を受けたとき

　２）墓所をその目的以外に使用したとき

　３）管理料を３年間納付しないとき　など

墓碑等の設置については、「墓碑等の設置基準」

　をご覧ください。

墓所の使用許可を受けた人が死亡し、その祭

　祀を承継した人は、遅滞なく町に届出をして

　ください。

墓所使用上の注意

申請・届出の必要なこと

墓所の使用の許可を受けたいとき

墓碑等の設置工事をするとき

焼骨を埋蔵するとき

墓所の使用の許可を承継するとき

・野木町営墓地墓碑等設置届

　　墓碑等工事仕様書及び図面

・野木町営墓地墓碑等設置完了届

・野木町営墓地墓所埋蔵等届

　　野木町営墓地墓所使用許可証

　　死体（胎）埋火葬許可証又は収蔵証明書

・野木町営墓地墓所使用権承継届

　　前使用者の野木町営墓地墓所使用許可証

　　必要に応じて住民票や戸籍謄本　

・野木町営墓地墓所使用許可証記載事項変更届

　　必要に応じて住民票や戸籍謄本

使用者の氏名、住所、本籍に変更が

あったとき

墓所を返還するとき
・野木町営墓地墓所返還届

　　野木町営墓地墓所使用許可証

事　　　項 必　要　書　類

・野木町営墓地墓所使用許可申請書

　　必要に応じて住民票や戸籍（除籍）謄本、死体（胎）

　　埋火葬許可証又は収蔵証明書等

・合葬墓地については、遺骨が埋蔵される場所を指定することは、できません。

・合葬墓地の使用権は20年間です。

・1区画1納骨となります。

合　葬　墓　地　イ　メ　ー　ジ
（白色は骨つぼが土中に収蔵されているイメージです。）

普　通　墓　地　イ　メ　ー　ジ
（写真はやすらぎの郷野木霊園のものではありません。）



野木町役場 生活環境課
〒329-0195  野木町大字丸林571番地  TEL 0280-57-4131  FAX 0280-57-3945

やすらぎの郷 野木霊園 案内図  所在地：野木町大字佐川野973番地、978番地の一部

JR野木駅東口より約5km
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やすらぎの郷
野木霊園

合葬墓地

駐車場

普通墓地

い

普通墓地

あ

芝生墓地

D

芝生墓地

B

芝生墓地

C

芝生墓地

A

墓所使用権は、墓所を使うことができる権利で、土地の所 

　有権ではありません。ただし、合葬墓地の使用権は20年間

　です。

町外にお住まいの方の墓所使用料は、5割増しです。

墓所使用料の支払いは、当初の1回限りです。

管理料は、墓地を管理するための費用です。

管理料は、毎年4月末までにお支払いいただきます。ただし、 

　合葬墓地は当初一括してお支払いいただきます。

管理料は、将来変更する場合があります。

一旦お支払いいただいた墓所使用料及び管理料はお返しい

　たしません。

芝生墓地

普通墓地

合葬墓地

310墓所

156墓所

40墓所

3.3㎡

◎墓所の種類・数・面積

（カロートがあります）

種　　類

芝生墓地

普通墓地

合葬墓地

◎墓所使用料及び管理料

墓所使用料

280,000円

310,000円

120,000円

6,000円

6,000円

50,000円

（年間）

（年間）

（20年間）

管　理　料

5.0㎡

1.0㎡



やすらぎの郷 やすらぎの郷 

墓地使用希望者
 募集のご案内
（
第
1
回
）

平成22年４月30日（金）より募集を開始します。

　下記の期間に、「野木町営墓地墓所使用許可申込書」

を生活環境課に提出してください。

　この申込書は公募により墓所の募集を行うためのもので、

抽選により墓所の区画が決まった方には、その後「野木

町営墓地墓所使用許可申請書」を提出していただくこと

になります。

◎第1回募集区画数及び期間等
【区画数】

　芝生墓地…78区画　　　普通墓地…42区画　　　

　合葬墓地…20区画

【期間及び受付場所】

　期　間…平成22年４月30日（金）～５月18日（火）

　　　　　午前８時30分～午後５時15分

　　　　　（ただし、土曜・日曜・祝日を除く）

　　　　　※郵送の場合は、平成22年５月18日（火）

　　　　　　の消印があるものまでを有効とします。

　受付場所…野木町役場生活環境課窓口

◎申込書の配布
　平成22年４月19日（月）より生活環境課にて配布

いたします。なお、公民館・図書館の各窓口にも置く

予定です。（ただし、平成22年４月17日（土）・18

（日）は墓地見学会会場で配布いたします。）

　※申込書は、野木町役場ホームページからもダウンロードできます。

◎申し込み資格
カラー刷りパンフレット「やすらぎの郷野木霊園」をご参照願います。　　（裏面へつづく）

合葬墓地

駐車場

普通墓地

い

普通墓地

あ

芝生墓地

D

芝生墓地

B

芝生墓地

C

芝生墓地

A



（表面からのつづき）

◎申し込みに際しての注意事項等
(1)電話・ファックス・Eメールでの申し込みはできません。

(2)申し込みは、先着順ではありません。

(3)申込者数が墓所の種類ごとの区画数を超えた場合は、抽選になります。

(4)この抽選は、有骨者を優先して行います。

　（なお、有骨者の区分につきましては「野木町営墓地墓所使用許可申込書」申し込み時 

　点となります。）

(5)抽選は公開により行います。

　 ※有骨者とは、焼骨を自宅や寺院等に仮安置している方です。

◎公開抽選会
　 (1)日　時　 平成22年６月13日（日）

　　　　　　　芝生墓地…午前10時開始　　普通墓地…午後１時開始

　　　　　　　合葬墓地…午後３時開始

　 (2)場　所　 野木町役場　新館大会議室

抽選について

野木町役場 生活環境課 環境衛生係  
〒329-0195  野木町大字丸林571番地  TEL 0280-57-4131

【問い合わせ先】

４月17日（土）

４月18日（日）
◆日　時　　平成22年　　　　　　  午後１時30分～午後４時30分  （雨天決行）

◆内　容　　やすらぎの郷野木霊園を上記の時間内開放いたしますので、ご自由に

ご覧ください。また、ご不明な点は担当職員がお答えいたします。

◆お願い　　霊園内駐車場の駐車台数には、限りがございます（約20台）。路上駐

車はできませんので、満車の際にはたいへんご不便をおかけいたしま

すが、町総合運動公園の駐車場をご利用くださいますようお願いいた

します。

◆その他　　・当日現地までの交通手段がない方には、役場から霊園までの送迎車（10

人乗りワゴンタイプ）を用意いたしますので、ご利用ください。なお、

ご利用される場合には、下記まで事前に予約をお願いいたします。

【運行時間】役場発 午後２時、午後３時30分（２回予定・両日とも）

・見学会に関して何かご不明な点等がございましたら、下記までお問

い合わせください。

見学会見学会やすらぎの郷 やすらぎの郷 野 木 霊 園野 木 霊 園野 木 霊 園




